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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回は、変数とそこに格納できる値について考えます。プログラミングでは、数学とは少し異なる点があります。

コンピュータで扱うデータは、内部では、全て二進数で表現されています。また、メモリーは有限です。従って、数値には桁の制限があります。

数値などを保存するのが変数です。変数名はアルファベットで始まるという制約があります。

Pythonでは、数値には、「型」があります。int型は、整数を扱うことができます。符号も付きます。float型（浮動小数点型）は、小数点のある数値を扱うことができます。さらに、complex型といって、複素数を扱うことができるものも用意されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
varsAndTypes.ipynbを開けて、実行しましょう。「Cell」メニュー中の「Run All」で全てのセルを上から下に向かって実行します。

最初のセルで三つの変数に値を入れ、2番目のセルで型を確認しています。

4番目のセルは簡単な計算とその結果を型とともに確認しています。

変数には型があるので、型を変換する必要が出てきます。5番目のセルでは、整数型を浮動小数点型に変換しています。

6番目のセルでは、文字列の数値を浮動小数点に変換しています。文字列は、’0.01’のようなシングルクォーテーション、または”0.01”のようなダブルクォーテーションで表します。ファイルに数値が書いてあるものを読むと、一旦は文字列として読み込みます。数値として演算するためには、適切な数値に変換する必要があります。

最後に、文字列と数値を演算できないことを確認する課題を実施してください。エラーが出ます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前回、四則演算なおの基本となる演算を扱いました。Pythonには、プログラムを効率的に書くための複合代入演算子があります。これらは、他のプログラミング言語にもよく見られます。

一つだけ説明します。最初のa+=bを見てください。これはa=a+bと同じ意味です。a=a+bだと、両辺にaが現れて、=の記号が気持ち悪いと感じる人も居るでしょう。また、a+=bのほうが少しだけ短くなります。

複合代入演算子は、慣れると非常に便利です。慣れない場合には、使う必要はありません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
複合演算子の使用例です。

二番目のセルを見てください。前回にsimpleSum0.ipynbで扱った例と同じです。s2という変数に、三つの変数の値を順に加えています。前回は普通の+演算を使いましたが、今回は+=を使っています。

10の階乗の計算もしてみましょう。

3番目のセルでは、s3という変数に1から10まで足しています。forのところは、まだ扱っていませんが、kの値が1から11まで変化しながら繰り返します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
文字列の扱いです。先ほども出てきましたが、シングルクォーテーションまたはダブルクォーテーションで囲んで表記します。pythonでは、二つのクォーテーションを区別しません。

文字列の様々な操作も可能です。

文字列は変更不能なものとして定義されています。必要な時に説明します。



=
pg=rl
MEAE I A —T— v v E R TILI A —T— 3 v TESET S,

Inl 1 strl = "CHI3EENTT

str? = 'ChBNEHTE

strd = 'MEA|FEaFER DL OCEBEAFET]
printistrl)

print(str?)

print(strd)

o O e O —

Inl I multiline = "TTERITICNCS

TREEET S LB TEET,

I QD D —

print(multiline]

XFFIDEFE X" +"TITS

Inl I "pine”
“apple”
ath

rint(c)

T o0 T

XFHROEXFIE, XEIMSCEETHYHT CLATES. REEF1ELTEETSCEHTES.

alphabet = "abedefghijkmnopgrst ueoz”
print (alphabet [5])

print(alphabet[-10])

print (alphabet[0:51)
print(alphabet[-10:-11)

Ol P OO D —

#BUYELIFIOER

all = "a"%10
abcll = “abc"¥10)
print(all)

print (abcl0)

Inl It

I Lo —

Inl 1 1



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
stringSamples.ipynbを実行してみましょう。

最初のセルは、文字列を変数に代入する例です。str3がどのように印刷されるかを確認してください。

2番目のセルでは、複数行にわかるテキストを変数に代入しています。ダブルクォーテーション3つで囲んでいます。

4番目のセルを見てください。文字列には位置の番号があります。先頭が0です。最後尾からも数えることができます。末尾が-1です。範囲を指定することもできます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初の回に、「条件分岐」というキーワードが出てきました。ある条件を満たすとき、満たさないときに、異なる処理をするものです。

「条件」を記述するためには、比較という操作が必要になります。「等しい」、「以上」などです。この表を見てください。”==“が「値が等しい」ということを判定する記号です。

「オブジェクト」は馴染みがないかも知れません。オブジェクト (object) とは、モノという意味があります。これまで見てきた変数では、整数や浮動小数は数という一つの値でした。しかし、文字列は、文字の集まりですね。この後、さまざまな値の塊がでてきます。そこで、pythonでは、変数は全てオブジェクトとして扱います。

「同じオブジェクト」というのは、わかりにくいので、次の次のシートの例で説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
比較を行うと結果は、「真(True)」と「偽(False)」のいずれかになります。TrueかFalseの値をとる変数のことをBoolean (ブール型) と言います。論理型なので、論理演算できます。”and”は「かつ」、”or”は「または」、そして”not”は否定です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初のセルは、比較した結果がどのような値となっているかを調べています。

二番目のセルを見てください。”abc”という文字列をstr0に代入しています。str1にstr0を代入したので、str1にも”abc”が入っています。もっと大事なことは、str0とstr1は同じオブジェクトであるということです。2行目の直後に

print(str0 is str1)

として確かめてみましょう。Trueとなります。

3行目でstr0の後ろに”def”と文字列を追加しました。文字列は「変更不能」というのを前に言いました。str0という名前を使っていますが、オブジェクトとして別物になっています。従って6行目では、Falseとなります。
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